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大潟村農業近代化ゼミナールが植えた「ひまわりロード」(関連記事 P7)
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
つ
つ
が
な
く
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
村
農
業
委
員
会
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
中
国
か
ら
世
界
中
に
拡
散
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
医

療
や
経
済
が
甚
大
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
夏
の
第
二
波
、
年
末
の
第
三
波
と

収
束
は
ま
だ
ま
だ
先
の
よ
う
で
す
。
農

業
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

人
の
移
動
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
で
観
光

業
、
飲
食
業
が
振
る
わ
ず
、
野
菜
や

畜
産
品
な
ど
の
食
材
は
も
と
よ
り
、
米

は
特
に
業
務
用
米
等
の
消
費
が
落
ち
込

み
ま
し
た
。
期
待
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
今
年
に
延
期
に
な
り
、
外
国

人
観
光
客
の
行
き
来
も
抑
制
さ
れ
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
見
越
し
た
幅
広
い

業
界
の
回
復
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
海
外
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
の
開
発
が
進
み
、
接
種
も
始
ま

り
ま
し
た
。
効
果
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
に
お
い

て
、
様
々
な
仕
組
み
に
変
化
が
み
ら
れ
、

テ
レ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
働
き
方

改
革
が
進
み
、
一
極
集
中
か
ら
地
方
へ

移
り
住
む
方
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

本
県
も
人
口
減
が
進
む
中
、
歯
止
め
が

か
か
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
全
国
的
に
は
自
然
災

害
の
多
い
年
で
し
た
。
集
中
豪
雨
に
よ

る
水
害
が
広
範
囲
で
お
こ
り
、
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
県

は
そ
の
中
で
も
比
較
的
被
害
も
少
な
い

状
況
で
し
た
。
村
内
の
稲
作
の
作
況
は

夏
の
猛
暑
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
水
稲
は
作
況
指
数
一
〇
五
と
ま
ず

ま
ず
の
収
量
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

価
格
は
全
般
に
下
が
り
ま
し
た
。
畑
作

は
梅
雨
の
時
期
の
長
雨
で
小
麦
の
品
質

低
下
が
著
し
く
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、

大
豆
は
平
年
並
み
の
よ
う
で
す
。
昨
年

い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
た
玉
ね

ぎ
で
す
が
、
今
年
は
十
ア
ー
ル
当
た
り

四
ト
ン
か
ら
六
ト
ン
の
収
穫
量
、
一
キ

ロ
平
均
単
価
九
〇
円
の
豊
作
で
ま
ず
ま

ず
の
作
柄
で
し
た
。
し
か
し
、
農
業
全

般
、
機
械
、
肥
料
、
農
薬
と
コ
ス
ト
は

上
が
る
ば
か
り
で
厳
し
さ
は
相
変
わ
ら

ず
で
す
。
今
後
の
高
収
益
作
物
の
拡
大

に
期
待
し
た
い
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
七
月
と
十

一
月
に
管
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
大

潟
土
地
改
良
区
、
大
潟
村
農
業
協
同
組

合
と
と
も
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
入
植

者
圃
場
、
周
辺
増
反
地
、
育
苗
用
地
等

を
調
査
、
確
認
作
業
を
し
て
改
善
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
農
家
に
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
毎
年
少
し
ず
つ
で
す

が
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。
遊
休
農
地

は
、
や
は
り
周
辺
増
反
地
の
十
ア
ー
ル

区
画
の
圃
場
、
育
苗
団
地
に
恒
常
化
さ

れ
つ
つ
あ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
、
村
内
関
係
機
関
や
周
辺
農
業

委
員
会
と
連
携
し
て
解
消
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
も
農
業
情
勢
が
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
突
然
現
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
の

一
年
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
も
大
事
で

す
が
、
地
産
地
消
、
今
い
ち
ど
国
内
農

産
物
の
自
給
率
の
向
上
を
真
剣
に
考
え

て
も
ら
う
こ
と
を
国
に
望
み
ま
す
。

　
当
委
員
会
も
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
よ

り
一
層
信
頼
さ
れ
的
確
な
情
報
提
供
の

窓
口
に
な
れ
る
よ
う
、
委
員
、
事
務
局

共
々
努
力
い
た
し
ま
す
。
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
こ
と

― 

大
潟
村
の
農
地
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農
地
利
用
問
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昨
年
は
５
年
に
一
度
、
日
本

の
農
業
の
全
容
が
統
計
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
る
農
林
業
セ

ン
サ
ス
調
査
が
実
施
さ
れ
た
年

で
し
た
。
こ
の
５
年
間
の
日
本

農
業
の
変
化
は
、
危
機
的
状
況

の
深
刻
さ
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

　
そ
の
ほ
ん
の
一
端
を
示
す
と
、

主
な
仕
事
が
農
業
で
あ
る
「
基

幹
的
農
業
従
事
者
」
は
１
９
６

０
（
昭
和
35
）
年
以
降
セ
ン
サ

ス
調
査
の
た
び
に
減
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
、
農
家
の
定
義

が
変
更
さ
れ
た
２
０
０
５
（
平

成
17
）
年
以
降
で
最
大
の
減
少

率
で
す
。
し
か
も
、
基
幹
的
農

業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は
67
・

８
歳
、
65
歳
以
上
の
割
合
は

69
・
８
％
に
達
し
ま
し
た
。
70

歳
を
超
え
る
と
、
離
農
す
る
か
、

統
計
対
象
と
な
ら
な
い
規
模
に

経
営
を
縮
小
す
る
傾
向
に
あ
る
、

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
１
経
営
体
当
た
り
の
耕
地
面

積
は
初
め
て
３
ha
を
超
え
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
農
地
面
積
は

減
り
続
け
て
い
ま
す
。
人
と
農

地
は
減
り
な
が
ら
「
あ
だ
花
」

の
よ
う
に
割
り
算
す
れ
ば
経
営

規
模
は
増
え
て
い
ま
す
。

　
我
が
大
潟
村
は
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
に
民
間
機
関
が

ま
と
め
た
人
口
予
測
で
は
、
秋

田
県
内
で
唯
一
「
消
滅
可
能
性

都
市
」
を
免
れ
て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
他
地

域
と
比
較
す
れ
ば
「
優
位
」
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
逆
に
言
え

ば
、
村
の
地
力
が
あ
る
う
ち
に

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

「
本
気
で
探
る
時
期
」
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
多
く
の

皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
大
潟
村
は
自
作
地
で
の
規
模

拡
大
志
向
が
強
く
、
長
年
、
周

辺
に
比
べ
水
田
の
「
高
地
価
」

が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

収
益
力
の
維
持
と
経
営
競
争
の

結
果
で
あ
り
、
必
ず
し
も
デ
メ

リ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
、
村
の
米
の
多
く
は
精
米

さ
れ
て
、
「
食
べ
物
」
と
し
て

付
加
価
値
を
つ
け
て
販
売
で
き

て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
か
な
り

以
前
か
ら
、
地
域
で
連
携
し
て

米
の
６
次
産
業
化
を
進
め
、
地

域
の
資
源
を
活
用
し
て
、
投
資

や
雇
用
を
増
や
し
維
持
す
る
経

済
構
造
を
作
り
上
げ
て
き
た
と

い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
潟
村

は
レ
ベ
ル
の
高
い
「
米
経
済
の

村
」
で
す
。

　
日
本
人
は
、
こ
れ
か
ら
も
米

を
主
食
の
１
つ
と
し
て
大
切
に

し
て
い
く
こ
と
は
変
わ
ら
な
い

で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
需
要
の

量
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
傾
向
へ
の

対
応
と
し
て
現
在
で
も
大
潟

村
は
、
本
作
は
米
、
転
作
も

米
、
加
工
製
品
も
米
粉
で
・
・
、

と
、
農
業
で
は
「
米
・
米
複
合

経
営
」
、
食
生
活
で
は
「
米
の

多
様
な
食
文
化
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
と
は
い
え
、
水
田
の

農
地
利
用
率
は
低
く
、
自
作
地

規
模
の
大
き
い
村
の
農
業
経
営

は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
に
み
れ

ば
、
資
本
回
転
率
や
投
資
効
率

が
悪
く
、
次
の
50
年
も
安
定
し

て
い
る
保
証
は
こ
れ
ま
た
あ
り

ま
せ
ん
。

　
で
は
、
村
の
農
地
を
ど
う
効

率
的
に
利
用
し
、
よ
り
投
資

に
見
合
う
経
営
を
す
る
に
は
何

が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、

資
産
価
値
に
見
合
う
農
地
＝
資

本
の
回
転
率
を
確
保
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
農
地
利
用
率
を
１
以
上

に
す
る
こ
と
＝
年
１
作
以
上
の

作
物
作
付
け
を
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
合
理
的
農
業
経
営
の
鉄

則
で
す
。
こ
れ
に
は
、
上
手
な

製
品
戦
略
と
販
売
戦
略
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
現
在
動
き
始
め
て

い
る
タ
マ
ネ
ギ
は
そ
の
第
一
歩

に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
新
作
物
導
入
に
は
み

な
さ
ん
の
知
恵
と
行
動
力
の
結

集
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
周
辺
地
域
の
農
業

事
情
を
考
え
る
と
、
村
外
の
人

た
ち
の
農
地
を
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
く
か
、
そ
の
た
め
に

村
の
経
営
者
は
な
に
が
で
き
る

か
、
を
し
っ
か
り
考
え
て
、
提

案
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
農
業
運
営
の
広
域
連
携
の

模
索
で
す
。
こ
れ
ま
た
皆
さ
ん

の
知
恵
と
行
動
力
が
是
非
と
も

必
要
で
す
。

　
最
後
に
は
、
村
固
有
の
課
題

と
し
て
、
村
の
自
立
維
持
の
た

め
の
経
営
戦
略
で
す
。
村
の
人

口
を
３
千
人
以
下
に
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
と

農
業
経
営
や
農
地
１
単
位
あ
た

り
の
「
人
口
扶
養
力
」
を
向
上

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、

沢
山
の
人
が
働
け
る
経
営
と

は
？

（
以
上
は
、
農
業
委
員
研
修
会

に
お
け
る
ご
報
告
の
一
部
を
予

稿
と
し
て
書
い
た
も
の
で
す
）



　
令
和
２
年
11
月
２
日
、
横

手
市
民
会
館
に
於
い
て
令
和

２
年
度
秋
田
県
農
業
委
員
会

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
大
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
の
た
め
、
参
加
人
数
を

制
限
し
た
う
え
で
の
開
催
と

な
り
、
例
年
の
約
半
数
、
約

３
０
０
名
の
県
内
農
業
委
員

が
集
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
で
あ

る
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
農

業
会
議
の
二
田
孝
治
会
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
「
農
業
委

員
会
組
織
は
地
域
で
の
話
し

合
い
に
参
加
し
、
農
地
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
農
地
の
集
積
・
集
約
化

な
ど
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
の
た
め
に
、
一
層
の
活
躍

を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
力

強
い
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し

た
。

　
続
い
て
議
事
に
入
り
、

議
案
第
１
号
「
農
地
利
用
の

最
適
化
の
推
進
と
新
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

の
実
現
に
関
す
る
要

請
決
議
」

議
案
第
２
号
「
地
域

農
業
の
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
コ
ロ
ナ
禍

の
最
適
化
活
動
を
推

進
す
る
申
合
せ
決

議
」

の
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

　
議
案
第
１
号
は
、

農
業
委
員
に
よ
る
日

常
の
活
動
や
、
農
業

者
等
と
の
意
見
交
換
会
な
ど

を
通
じ
て
、
直
面
し
て
い
る

課
題
や
農
業
現
場
か
ら
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
具
体
的
な
中
身
と
し
て

は
、
農
作
業
の
効
率
化
や
生

産
性
の
向
上
に
有
効
な
手
段

で
あ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

の
導
入
に
関
す
る
要
請
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

農
産
物
消
費
の
落
ち
込
み
や

取
引
縮
小
な
ど
、
多
大
な
影

響
が
あ
る
中
で
、
食
料
の
安

定
的
確
保
の
た
め
に
努
力
し

て
い
る
農
業
者
が
、
安
心
し

て
生
産
に
打
ち
込
む
た
め
の

支
援
を
要
請
す
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

　
議
案
第
２
号
で
は
、
農
業

委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
一
体
と
な
り
農

業
者
の
声
を
聴
き
届
け
る
た

め
に
も
、
目
に
見
え
る
活
動

を
展
開
す
る
と
と
も
に
農
地

利
用
の
最
適
化
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、

「
農
業
者
の
代
表
と
し
て
農

業
者
に
寄
り
添
い
、
地
域
の

話
し
合
い
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
よ
う
」

「
実
質
化
し
た
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
農

地
利
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動

を
推
進
し
よ
う
」

「
農
業
委
員
会
業
務
の
責
務

と
役
割
を
認
識
し
、
法
令
遵

守
の
も
と
に
目
に
見
え
る
活

動
を
展
開
し
よ
う
」

の
事
項
を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。

　
提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案

が
満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
、

そ
の
後
前
年
度
の
大
会
決
議

事
項
の
経
過
概
要
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
大
会
の
結
び

に
、
大
会
宣
言
後
、
出
席
者

全
員
で
力
強
く
「
が
ん
ば
ろ

う
三
唱
」
を
行
い
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
参
加
し
て
、
大

潟
村
の
大
事
な
資
源
で
あ
る

農
地
を
守
り
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
振
興
に
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
農
業
委
員

の
大
き
な
役
割
で
あ
る
と
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。
そ
の

職
責
を
果
た
せ
る
よ
う
、
今

後
と
も
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

委　員　　佐　藤　友
とも
　能
よし

配
分
農
地
の
市
町
村
間

所
有
権
移
動
状
況
R3.1.1現在

農地利用の最適化の推進と新たな食料・農業・農村基本計画の実現に関する要請決議

　令和２年１月から令和２年12月までに締結(公告)された賃貸借
における賃借料水準(10a当たり)は、右記のとおりとなっています。
　農地法の改正に伴い、標準小作料制度が廃止されたことから、
これに代わるものとして、農地(周辺市町に配分された増反地は除
く)の賃貸借の実勢価格を毎年提供しています。
　周辺市町に配分された増反地については、農業委員会事務局ま
でお問い合わせください。

（単位：円/10a）

※データは令和2年1月～令和２年１２月集計数値
※平均額は加重平均値

賃
借
料

 平均額 最高額 最低額

 30,400 32,000 28,500

◎農地の賃借料情報
　令和２年１月から令和２年12月までに締結
◎農地の賃借料情報◎農地の賃借料情報

問い合わせは農業委員会(℡45-3654)まで

　新型コロナウイルス感染症は、いまだに終息する気配が見えず、農業の現場においては、消費減
退により行き場のない農畜産物が見られるなど、農業者は、非常に切実な思いで経営の継続を模索
しているところである。
　こうした中、政府が本年３月末に策定した新たな「食料・農業・農村基本計画」では、特に、中
小規模の法人や家族経営などの多様な経営体が、地域社会の維持・発展に大きな役割を果たしてい
る点を認識した上で、産業政策と地域政策を車の両輪として、食料自給率の向上と食料安全保障の
確立を図ることとしている。
　我々農業委員会組織には、話合い活動を通じて地域農業の未来の設計図となる「人・農地プラ
ン」の実質化に積極的に取り組むなど、農業委員や農地利用最適化推進委員が一丸となって、「農
地利用の最適化」活動を果敢に展開していくことに、期待が寄せられている。
　こうした状況のもと、農業委員・農地利用最適化推進委員による日常の活動や農業者等との意見
交換会などを通じて、直面している課題や農業現場からの意見を取りまとめたので、その実現に向
けてここに要請する。

　農業委員会大会では毎年、国内外の農業情勢を踏まえた要請事項を決議し、農業関係者の声とし
て県選出国会議員や関係機関・団体へ提出しています。今年度も、第１号議案において次の要請事
項が決議されました。

　また、第２号議案として、地域農業の未来ビジョンを描きコロナ禍の最適化活動を推進する申
し合わせ決議が提出され、全会一致をもって決議されました。

単位：ha

ொଜ໊ ഑෼౰ॳ
໘ɹɹੵ ༗໘ੵݱ લ೥໘ੵ ૿ɹݮ

ʢ௨ࢉʣ
୯೥౓
૿ɹݮ

大潟村 8,975 9,367 9,350 392 17
男鹿市（旧若美町） 675 516 518 △ 159 △ 2

三
種
町

旧山本町 12 13 13 1 0
旧琴丘町 328 281 291 △ 47 △ 10
旧八竜町 541 431 434 △ 110 △ 3

八郎潟町 446 351 353 △ 95 △ 2
その他 0 18 18 18 0
計 10,977 10,977 10,977 － －

全
国
農
業
新
聞
は

農
業
者
の
利
益
代
表
機
関
で
あ
る

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
機
関
紙
で
す
。

農
業
者
の
立
場
に
立
っ
て
編
集
・
発
行
し
て
い
る

〝
農
家
の
た
め
の
情
報
誌
〞で
す
。

│ 

農
業
・
農
政
の
情
報
紙 

│

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
し
ょ
う
！！

７
０
０

１　農地集積・集約化の推進

（１）「守るべき農地」の明確化と対応

（２）農業農村整備対策の促進

（３）所有者不明農地への対応

（４）日本型直接支払制度の充実

（５）条件不利地への支援強化

３　米政策改革への対応　

４　有害鳥獣被害対策の強化

５　国際交渉に伴う国内対策

６　自然災害による農業被害への支援

７　コロナ禍における農家支援

８　 農地利用の最適化に向けた農業委員
会活動への支援

２　農業経営・担い手対策の充実

（１）多様な人材確保と活躍機会の創出

（２）中小規模農家等の支援対策

（３）スマート農業の推進

（４）畑作・野菜政策の確立

（５）食育の支援充実

第64回 秋田県農業委員会大会報告

感染対策に配慮した大会運営
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さ
て
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

最
大
の
目
的
は
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
と
解
消
で
す
。

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、

遊
休
農
地
ま
た
は
遊
休
化
の
恐

れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
農
地

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
そ
の
農
地

の
耕
作
者
の
、
営
農
計
画
の
提

出
状
況
・
内
容
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
際
、
村
外
の
方
が
耕
作
し

て
い
る
農
地
で
あ
れ
ば
、
周
辺

市
町
の
農
業
委
員
会
に
照
会
し

ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、
草
刈
り
等
の

保
全
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
農

地
の
耕
作
者
に
は
、
「
こ
の
あ

と
農
地
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
」
と
い
う
意
向
を
確
認
す

る
文
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
、
「
貸
し
た
い
」

「
売
り
た
い
」
な
ど
の
希
望
が

示
さ
れ
れ
ば
、
農
業
委
員
会
と

し
て
具
体
的
に
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
２
月
頃
、

周
辺
４
市
町
（
男
鹿
市
、
三
種

　
大
潟
村
農
業
委
員
会
で
は
、

毎
年
２
回
、
大
潟
村
農
業
協
同

組
合
と
大
潟
土
地
改
良
区
の
協

力
も
得
な
が
ら
、
育
苗
団
地
や

周
辺
市
町
村
の
増
反
地
を
含
む
、

村
内
全
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
農
地
法
第
30
条
中

の
「
毎
年
１
回
、
そ
の
区
域
内

に
あ
る
農
地
の
利
用
の
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

な
お
、
パ
ト
ロ
ー
ル
は
必
要
に

応
じ
て
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が

で
き
、
大
潟
村
農
業
委
員
会
で

は
、
毎
年
７
月
頃
と
11
月
頃
に

巡
回
し
、
耕
作
中
、
収
穫
後
の

状
況
変
化
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

大
潟
村
農
業
委
員
会　
農
地
部
委
員　
　

北　
條　
友と
も　
紀き

令
和
２
年
度　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

町
、
八
郎
潟
町
、
五
城
目
町
）

の
農
業
委
員
会
が
参
集
す
る
会

議
の
中
で
、
周
辺
市
町
に
在
住

す
る
所
有
者
や
耕
作
者
、
個
々

の
事
情
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
行
い
、
遊
休
農
地
の
改
善

に
向
け
て
協
力
要
請
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
遊
休
農
地
に

関
す
る
問
題
は
、
一
朝
一
夕
で

解
決
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
毎
年

の
地
道
な
活
動
が
実
を
結
び
、

昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
、

５
件
の
遊
休
農
地
が
解
消
さ
れ

ま
し
た
。

　
毎
年
の
巡
回
結
果
か
ら
浮
か

び
上
が
る
事
実
と
し
て
、
遊
休

化
し
や
す
い
農
地
は
、
周
辺
市

町
に
配
分
さ
れ
た
増
反
地
の
う

ち
、
特
に
10
ａ
区
画
の
狭
小
圃

場
や
変
形
圃
場
で
す
。
こ
の
よ

う
な
農
地
で
は
、
所
有
者
が
高

齢
化
等
で
耕
作
を
続
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
時
に
、
耕
作
不
便
を

理
由
に
、
借
り
手
・
買
い
手
が

付
き
に
く
い
状
況
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
農
地
は
、
一
度
耕
作
・
管
理

を
止
め
て
し
ま
う
と
、
す
ぐ
に

荒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
遊
休
農

地
は
、
農
地
集
積
に
支
障
を
き

た
す
だ
け
で
は
な
く
、
病
害
虫

が
発
生
し
た
り
、
有
害
鳥
獣
の

隠
れ
場
所
に
な
っ
た
り
と
、
隣

接
す
る
農
地
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

　
農
家
の
皆
様
に
は
、
農
地
の

適
正
な
管
理
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
農
地
の
管
理
等
で
お

困
り
の
際
に
は
、
農
地
が
荒
れ

て
し
ま
う
前
に
農
業
委
員
会
に

ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

令和元年７月に耕作されていなかった圃
場（写真上）。利用意向調査などの働き
かけにより、作付けされるようになりま
した（写真下）。

１
年
後

令和元年７月

令和２年７月
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大
潟
村
農
業
近
代
化
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
（
以
下
、
「
農
近
ゼ

ミ
」
）
は
現
在
、
会
員
19
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
年

齢
層
は
20
〜
30
代
前
半
の
若
手

農
家
が
中
心
で
、
主
な
活
動
内

容
は
、
①
「
農
業
の
勉
強
」
、

②
「
村
の
行
事
へ
の
参
加
」
、

③
「
若
手
農
家
同
士
の
仲
間
づ

く
り
」
で
す
。

　
①
「
農
業
の
勉
強
」
の
例
と

し
て
は
、
ま
ず
「
ひ
ま
わ
り
ロ

ー
ド
」
が
有
名
で
す
（
表
紙
写

真
）
。
八
郎
潟
に
向
か
う
菜
の

花
ロ
ー
ド
の
後
作
に
、
ひ
ま
わ

り
を
播
種
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

お
盆
の
時
期
に
合
わ
せ
て
き
れ

い
に
咲
き
誇
る
よ
う
、
毎
年
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら

会
員
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
農
近
ゼ
ミ
と
し
て
約

20
ａ
の
農
地
を
管
理
し
て
お
り
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
に
ん
に
く
、
た
ま

ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い
も
等
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
農
産

物
は
、
秋
田
市
内
ス
ー

パ
ー
の
販
売
会
で
、
会

員
自
ら
お
客
さ
ん
に
販

売
し
ま
す
。
今
年
は
特

に
好
評
で
、
半
日
で
完

売
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、

講
師
を
招
い
て
座
学
研

修
を
行
っ
た
り
、
県
内

他
地
域
の
視
察
を
し
た

り
も
し
ま
す
。
今
年
は
由
利
本

荘
地
域
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ぶ
ど

う
・
り
ん
ご
栽
培
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。

　
②
「
村
の
行
事
へ
の
参
加
」

の
例
と
し
て
は
、
盆
踊
り
、
大

潟
神
社
例
大
祭
、
ふ
る
さ
と
祭

り
へ
の
参
加
・
協
力
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
農
近
ゼ
ミ
と

し
て
様
々
な
村
内
行
事
に
携
わ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

結
果
と
し
て
、
会
員
と
地
域
と

の
繋
が
り
が
深
ま
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
③
「
若
手
農
家
同
士

の
仲
間
づ
く
り
」
と
し

て
は
、
懇
親
会
を
積
極

的
に
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
膝
を
つ
き
合
わ
せ

て
、
農
業
の
こ
と
や
そ

れ
以
外
の
こ
と
も
気
軽

に
話
し
合
う
こ
と
は
、

仲
間
意
識
を
深
め
る
う

え
で
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て

断
念
し
ま
し
た
が
、
例
年
は
県

外
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
大
潟
村
を
担
う
と
い

う
意
味
で
も
、
近
い
世
代
同
士

で
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
私
た
ち
の

活
動
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
読
ん
で
、
農
近
ゼ
ミ

に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
は
、
役
場
の
産

業
建
設
課
（
☎
４
５
―
３
６
５

３
）
か
、
農
近
ゼ
ミ
の
会
員
に
、

い
つ
で
も
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

農
近
ゼ
ミ
は
、
い
つ
で
も
皆
さ

ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
（
体
験
も
歓
迎
で
す
！
）
。

あ
つ
ま
れ
！
若
手
農
家
〜
俺
た
ち
と
流
さ
な
い
か
？
光
る
汗
〜

大
潟
村
農
業
近
代
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　
会
長　
　

埴は　
生に
ゅ
う　
雄た
か　
大ひ
ろ

タマネギの収穫

ひまわりロードの草刈り中！
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農地を相続した場合は、届出が必要です!!農地を相続した場合は、届出が必要です!!

   農地法の改正により、相続によって農地を取得した方は、その農地

がある農業委員会への届出が必要です。忘れずに届出をしてください。

  なお、この届出は権利取得の効力を発生させるものではありません

ので、ご注意ください。

問い合わせは農業委員会(℡45-3654)まで

େ ׁ ଜ ए ख ೶ ۀ ऀ ͷ ׆ ಈ



೶
ۀ
ऀ
೥
ۚ
ʹ
Ճ
ೖ
͠
·
͠
Ỷ
͏
!! 

ৄ
͠
͘
͸
ಉ
࣌
഑
෍
ͷ
ύ
ϯ
ϑ
Ϩ
ỽ
τ
Λ
͝
ཡ
Լ
͞
͍
Ố

˕ఆྫ૯ձɾશһٞڠձ

 1月 7日 第１回農業委員会定例総会・全員協議会
 2月 3日 第２回農業委員会定例総会・全員協議会
 3月 2日 第３回農業委員会定例総会・全員協議会
 4月 2日 第４回農業委員会定例総会・全員協議会
 5月 7日 第５回農業委員会定例総会・全員協議会
 6月 2日 第６回農業委員会定例総会・全員協議会
 7月 2日 第７回農業委員会定例総会・全員協議会
 8月 3日 第８回農業委員会定例総会・全員協議会
 9月 2日 第９回農業委員会定例総会・全員協議会
 10月 2日 第10回農業委員会定例総会・全員協議会
 11月 5日 第11回農業委員会定例総会・全員協議会
 12月 2日 第12回農業委員会定例総会・全員協議会

˕೶஍ύτϩʔϧ

 7月 2日 農地パトロール（農業委員・土地改良区・農協）
 11月 5日 農地パトロール（農業委員・土地改良区・農協）

˕෦ձͷ։࠵

 1月 7日 農政部会（令和２年「農委だより」の最終校正）
 1月 17日 令和２年「農委だより」発行
 2月 3日 農地部会（遊休農地への対応について）
 3月 2日 農地部会（相続協議中の村内圃場について）
 11月 25日 農地部会（遊休農地への対応について）
 11月 25日 農政部会（令和３年「農委だより」について）
 12月 18日 農政部会（令和３年「農委だより」の校正等）

˕೶ۀձٞɾळాதԝ஍۠೶ۀҕһձձ௕ձؔ܎

 1月 27日 秋田県農業会議第46回常設審議委員会（秋田市）
 2月 25日 秋田県農業会議第47回常設審議委員会（秋田市）
 3月 25日 秋田県農業会議第48回常設審議委員会（秋田市）

 4月 27日 秋田県農業会議第49回常設審議委員会
 4月 27日 秋田中央地区農業委員会会長会通常総会
 6月 25日  秋田県農業会議通常総会・市町村農業委員会会長研修会
 8月 7日 秋田中央地区農業委員会会長会臨時総会
 8月 20日 市町村農業委員会新任農業委員研修会
 8月 27日 市町村農業委員研修会
 9月 10日  秋田中央地区農業委員会会長、会長職務代理者、事

務局長会議

 9月 16日 農業者年金加入推進特別研修会
 11月 2日 秋田県農業委員大会（横手市）
 12月 11日 県選出国会議員要請集会

˕ؔ࿈܎ؔۀࣄ

 1月 7日  農業委員研修会（農業委員会主催／講師：秋田県農
業会議）

 2月 12日  令和２年度農作業標準作業料金の設定に伴う、受託
組合との会議

 2月 19日 大潟村外周辺４市町農業委員会連絡協議会
 2月 21日 大潟村４団体連絡協議会

農業委員会 １年の活動のあらまし （令和２年１月～令和２年12月）
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全国農地ナビで、
農地情報を公開しています。
　全国農地ナビ（農地情報公開システム）
は、農業委員会等が整備している農地台帳お
よび農地に関する地図について、農地法に基
づき農地情報をインターネット上で公表する
サイトです。
　新たに農業を始める方や、農地
の規模拡大を希望する方はご活用
ください。
全国農地ナビ→ https://www.alis-ac.jp/

ะ場಺ʹ農ࣷ౳を
ݐ Δͯ場合は
Մが必要ですڐ

ɹ農地స༻ʢ農ࣷ౳の農業༻ࢪઃɾطઃ༻地の֦ு౳ʣのࡍ

には、必ずࣄલに相ஊしてください。なお、ڐՄのない農地

స༻にͭいてはݪঢ়ճ෮౳のાஔが͡ߨΒれますので注意し

てください。స༻ڐՄਃ੥ॻにఴ෇するॻྨ౳ৄࡉにͭいて

はお໰い߹ΘせԼさい。˙問合せɿ農業委員会(℡45-3654)

畦畔に関する

まめ知識
○下図は、農地（配分当初）の標準的な畦
畔の断面図です。畦畔は、幹線用水路上
流側の水田機能（水漏防止等）を守るた
めに必要なもので、コンクリート製の境
界標が設置されています。
○境界標には、絶対さわらない、動かさな
いようにしましょう。
○隣地との境界畦畔の管理（草刈り等）に
あたっては、互いに十分相談しましょう。

畦畔

水下 用水の方向 水上
（幹線用水路側）標柱

参考図




